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未来を生きる 

                                                           校長 吉 田 篤 弘 

 

令和２年がスタートしました。今年は東京オリンピック・パラリンピックが開催され、日本中が大歓

声に包まれることになるでしょう。千歳市においては、６月に聖火ランナーが走ります。ギリシャのオ

リンピア遺跡で太陽を利用して採火された聖火は、３月２６日に東日本大震災からの復興の歩みを着実

に進めている福島県を出発し、以降全国を回ります。オリンピック・パラリンピックを通して、子ども

達にはスポーツのすばらしさ、努力することや仲間と協力することの大切さを感じてほしいです。 

 

 さて、前号でもお伝えしましたが、来年度から小学校は新学習指導要領が全面実施となります。既に

道徳が「特別の教科 道徳」となり実施されています。５・６年は外国語活動が外国語科と教科になり

年間７０時間、３・４年にも外国語活動が導入され年間３５時間、英語の授業が行われます。「外国語

科」と教科になったということは、評価があるということになります。さらに、プログラミング教育が

導入されます。５年生の算数においてコンピュータを活用して正多角形を作図する等、算数や理科にプ

ログラミング的思考を育成する内容が加わります。プログラミングを体験しながら、コンピュータに意

図した処理を行わせる思考力を身に付ける学習です。 

 外国語科、プログラミング教育は、子ども達の未来を見据えて導入されます。今後、グローバル化や

情報革新は間違いなく大きく進みます。２０２７年にはリニア中央新幹線が品川・名古屋間が開業され

４０分で結ばれます。夢のような話が現実となります。１０～１５年後、今の小学生が大人となり社会

へ踏み出す頃、ＡＩがどれだけ発達し私達の生活がどのように変化しているのでしょうか。さらに、２

０～３０年後、今の小学生が社会で活躍する頃、ソサエティ 5.0といわれるように、ドローン宅配、冷

蔵庫が中にあるものでできるレシピを提案するＡＩ冷蔵庫、介護ロボット、自動走行バス等、ＳＦの世

界が現実の世界になっているのではないでしょうか。 

 子ども達の未来を考えると、情報を理解する力（インプット）、情報を活用する力（アウトプット）、

様々な人やＡＩと協働する力が必要です。その力の育成に重要なのは「言葉」です。本校においては、

学校行事や児童会活動、何より教科の授業で「言葉の力」を育てることに取り組んでいます。今後も、

自分の考えを持たせたり、説明させたり等、言葉を操る場面を意図的に設け、子ども達の未来を意識し

た教育活動を進めていきます。 

各ご家庭には、望ましい生活習慣づくりや家庭学習の習慣化等お願いしております。 

未来を生きる子ども達のために、本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

令和２年 1 月 31 日発行 
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みんなで高める やる気と自信 



 

 

 

 

 毎年、千歳中央と岡山西大寺ライオンズクラブ様による「サケ

の交流事業」の一環として、本校児童が岡山県立西大寺南小学校

を訪問しています。今年度も、1月 8日（水）9日（木）、6年

生児童 2名が一泊二日で参加しました。 

サケのふるさと千歳水族館様から発眼卵 900粒を受け取った

児童は、西大寺南小学校の「サケちゃんいらっしゃい集会」にて

受け渡しを終えました。岡山市では、北海道にまつわるクイズを

用意して児童の前でプレゼンテーションをしたり、ライオンズク

ラブなど大人の前で感想や学びを話したりと、日常では経験でき

ない時間を過ごすことができました。岡山市を訪問して見聞を広

めるよい機会にもなりました。サケを通して、たくさんの人と出

会う。岡山の児童とつながり、深い学びをした 2名が、次は祝梅

小のみんなにその経験を伝えてほしいと思います。 

 

 

 

 

  本校では学校改善プランに基づき、学年が上がっても、どの

先生と出会っても一定のルールで家庭学習に取り組めるよう、

学びの型を作り、学習習慣の定着をさらに図りたいと考えてい

ます。「きまり」や「約束」の中で家庭学習を重ねられること

を願い、児童一人ずつにノートを 1冊配布しています。ご家庭

でも引き続き応援をお願いします。 

 

 

昨年10月に2年生が採卵したサケが順

調に孵化しました。1 階ホールの水槽で

元気に泳いでいるサケたちは 2 月下旬の

放流に向けて、環境委員児童による飼育

のもと、すくすく成長しています。 

 

 



 

 

 

 

 

 

  
 12 月 24 日（火）6 年生を対象に、プログラミング教育を実施しまし

た。当日は千歳科学技術大学の山川先生を講師に迎え、大学生もアシス

タントとして参加していただき、スマートスピーカーを自分達で動かす

経験や、日常生活で活用するアイデアを出し合うなど、児童の生きる未

来を見つめた授業を経験することができました。科学技術イノベーショ

ンが拓く新たな社会に生きる児童の学びを、今後も支えていきます。 

 1月 20日（月）再び科技大の山川

先生を職員研修会にお迎えし、「小学

校のプログラミング教育の実例」につ

いて学びました。来年度からの実践に

活用できるよう今後も学び続けます。 

 

 

 

 

 

12/24（火）あさがおの 5・6 年生が富丘中を訪問。ものづくりマイス

ターから「銀細工」の作成方法を学び、思い思いに銀でできたキーホルダ

ーなどを完成させました。富丘中生徒とも交流を深め、もの・人、それぞ

れとつながることができた貴重な時間を過ごしました。 

 長期休業を利用した作品づくりに取り組んだ成果が、1 階ホー

ルに展示され、連日たくさんのギャラリーでにぎわいました。保

護者の方々にもたくさん鑑賞いただきました。児童のアイデア、

努力、ご家庭の応援等、思いのこもった作品は見る者の心をとら

えます。作品と見る者の心がつながる、よい展示となりました。 
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本校のＨＰには、青葉中ＨＰも

リンクされています。9 年間の学

びをぜひ見つめてください。 



 

 

  

 

 

 

日 曜 行          事 

１ 土  

２ 日  

３ 月 選挙管理委員会③  心の教育相談 

４ 火 スクールカウンセラー（午前） 

５ 水 フッ化物洗口  口座再振替日 

６ 木 心の教育相談 

７ 金 5 時間授業  ALT  英検 Jｒ（6 年） 

８ 土  

９ 日  

10 月 
委員会⑥  選挙管理委員会④  冬季避難訓練 
ふれあい指導 4 年   Ｐ）合同会議④ 

11 火 建国記念の日 

12 水 
フッ化物洗口なし  いきいき交流③ 
56 年定期テスト 1日目（国語）  職員会議 

13 木 
幼児学級②  あさがお午前授業  心の教育相談 
56 年定期テスト 2日目（算数） 

14 金 ALT 

15 土  

16 日  

17 月 参観日（低） 読書週間（～21）  心の教育相談 

18 火 
参観日（高・あ）  あさがお給食試食会 
スクールカウンセラー（午前） 

19 水 フッ化物洗口 

20 木  

21 金 ALT 

22 土  

23 日 天皇誕生日 

24 月 振替休日 

25 火 
選挙管理委員会⑤  口座振替日   
ふれあい指導 3 年  心の教育相談 

26 水 
児童会役員選挙  選挙管理委員会⑥ 
フッ化物洗口  古紙回収日⑤  パステル 6年 

27 木 
ありがとう集会  市Ｐ連合同会議⑤ 
心の教育相談 

28 金 サケ放流集会（2年） ALT  バイキング給食（6 年） 

29 土  

 

 

1 月の終わり。職員室から… 

大昔のある年の暮れ。神様が動物たちにお触れを出しました。「元

日の朝、新年の挨拶に来い。一番早く来た者から十二番目の者まで

は、順にそれぞれ一年の間、動物の大将にしてやろう」/ 元日暗い

うちに出発した牛の背中に飛び乗ったのは、ねずみです。牛が、我

こそ一番と喜び、ゴールの門が開きます。とたんに牛の背中からね

ずみが飛び降り、一番になりました。牛は二番、それから虎、兎、

龍、蛇、馬、羊、猿、鶏、犬、猪の順で到着。干支（えと）の話の

完成です。/ ねずみ年は「繁栄の年」と言われています。昨年 4 月

から保護者、地域、教職員、一丸となって祝梅っ子の成長を支えて

きた取組も、もうじきゴールを迎えます。昨年は「進んで物事に取

り組む」自主性の伸長を重点に、「言葉の力をさらに伸ばしたい」と、

地道な学びを重ねてきました。令和 2 年は、まいた種の萌芽を待ち

望み「繁栄」につなげたいと願っています。/ 先日、学校関係者評

価会議を実施しました。評議員の皆様から「先生方の頑張りに、保

護者だけでなく地域も一緒に協力したい」というあたたかい励まし

の言葉をいただきました。令和 2 年度にスタートする「コミュニテ

ィ・スクール」もまた、これまで培ってきた祝梅校区のあたたかな

風土の上にゆっくり形作っていきたいと考えています。令和 2 年も

応援いただきますようお願いいたします。/さて、干支の話の続きで

す。出発日を失念していた猫は、一日遅れで行ったものだから番外

で仲間に入れませんでした。実は出発前日、猫はねずみに「出発は

明後日」と嘘の情報を教えられていたのです。猫が今でもねずみを

追い回すのは、今でもねずみを恨んでいるから、だそうです。 

2 月の登校は 18 回。「2 月は逃げる」と言われま

す。1 日 1 日、1 時間 1 時間、しっかり丁寧に積み

上げて、昨日の自分よりもわずかでも、前進です。た

とえ後退する日があっても、明日の自分のための糧に

なると信じて、しっかり頑張る 2月、幕開けです。 

今年度のスケート学習 

 記録的な少雪によりリンク開設が遅れまし

た。児童からも「いつスケートができるように

なるのかな？」という声がたくさん聞こえまし

た。今後いつまでスケート学習が可能か、天候

状況を見ながらの判断となります。可能な限り

氷上での経験を積み重ねさせ、来年度につなげ

たいと考えています。 

5・6年 2回目の定期テストを実施します 

 「積み上げて学ぶ経験」「家庭学習の定着」「小

中連携の取組の一つに」というねらいで、2 回目

の定期テストを、5、6年生の国語と算数で実施し

ます。青葉中の定期テストと同じ日の設定です。

前回の取組の成果や反省を生かし、こつこつ学習

する経験を重ねてほしいと願っています。学習に

しっかり頑張る 5・6年生を応援してください。 


